
教
育
長
人
事
、
今
後
の
町
長
の
対
応
は

３
月
定
例
会
で
の
教
育
長
人
事
案
の

否
決
に
は
議
会
と
し
て
の
理
由
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
町
長
が
人
事
に
真
剣

に
向
き
合
い
、
議
会
と
信
頼
関
係
を
築
こ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。
町
長
の
今
後
の
議
会
へ
の
対
応
方
針

を
問
う
。教

育
長
人
事
案
の
否
決
に
つ
い
て
、

議
会
の
皆
さ
ま
が
真
剣
に
ご
議
論
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。

　教
育
は
町
の
未
来
を
担
う
重
要
な
分
野
で

あ
り
、
そ
の
人
事
に
は
、
慎
重
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

　新
た
な
人
事
案
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
な
情

報
提
供
と
事
前
の
意
見
交
換
を
行
い
、
次
の

定
例
会
ま
で
に
改
め
て
提
案
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
く
。

QA

国
際
線
の
再
誘
致
を

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
名
古

屋
空
港
の
利
用
促
進
の
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
予
算
に
は
具
体

的
な
施
策
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
私
は
、
県

営
名
古
屋
空
港
へ
の
国
際
線
再
誘
致
を
提
案

す
る
。

　町
長
が
本
気
で
「
空
港
を
軸
に
し
た
町
づ

く
り
」
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
線
再

誘
致
に
向
け
て
、
現
実
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

県
営
名
古
屋
空
港
が
小
型
航
空
機
の

拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
く
と
と
も
に
、
本
町
が
「
ヒ
コ
ー
キ
の

ま
ち
」と
し
て
発
展
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　国
際
線
の
再
誘
致
に
向
け
て
は
、
現
段
階

で
具
体
的
に
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
将

来
的
に
新
た
な
機
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
必
要
な
役
割
を
果
た
し
た
い
。

A

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ
向
け
て

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
に
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。

公
費
接
種
の
最
終
期
限
を
迎
え
る
高
校
1
年

生
へ
再
勧
奨
、個
別
通
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

最
終
期
限
を
迎
え
る
方
の
う
ち
、
こ

れ
ま
で
に
一
度
も
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
、
3
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

方
へ
、
令
和
7
年
5
月
末
に
葉
書
に
よ
る
個

別
の
案
内
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
経
過
措
置
の
対
象
者
へ
も
個

別
の
案
内
を
実
施
し
た
。

男
性
も
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染

が
広
が
る
こ
と
を
効
果
的
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
男
性
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

一
部
で
も
助
成
が
で
き
な
い
か
。

国
に
お
い
て
男
性
へ
の
定
期
接
種
化

に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
は
、
国
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
再
開
の
見
通
し
は

ス
カ
イ
プ
ー
ル
再
開
に
向
け
た
手
順
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
見
通
し
に

つ
い
て
聞
く
。

ま
ず
は
、
8
月
中
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

住
民
の
意
見
を
も
と
に
方
針
を
決
定
す
る
。

そ
の
後
、
必
要
な
対
応
策
を
実
施
し
、
令
和

8
年
度
の
開
場
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

令
和
7
年
の
夏
休
み
、
学
校
プ
ー
ル

の
開
放
は
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
、
令
和
8
年
度
の
ス
カ
イ
プ
ー

ル
再
開
に
向
け
検
討
し
て
い
る
段
階

に
あ
り
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

Q

Q

A
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厚生労働省のHPVワクチンチラシ

健全な財政運営を

岡島 剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

岩村 みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

学
校
や
保
育
園
の
改
修
工
事
の
計
画
は

町
長
は
、
第
４
回
定
例
会
で
中
学
校

の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
適
切
な
教
育
環
境
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
取

り
入
れ
る
と
発
言
さ
れ
た
。
他
の
自
治
体
が

先
ん
じ
て
進
め
て
い
る
体
育
館
の
冷
房
装
置

の
計
画
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
に
熱
源
を
都
市
ガ
ス
と
す

る
空
調
設
置
に
向
け
て
実
施
設
計
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
工
事
に
向
け
て
予
算
化

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
は
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
追
加
配
備
し
た
。
財
政
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
空
調
機
能
の
強
化
の
対
策
を

検
討
す
る
。

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
終
結
す
る

が
、
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
、
優
先
整

備
事
項
で
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

園
舎
や
校
舎
の
屋
上
防
水
の
劣
化
や

外
壁
の
劣
化
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

小
中
学
校
は
、
必
要
な
修
繕
を
部
分

的
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
令
和
８

年
度
に
計
画
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

保
育
園
・
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
我

慢
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計

画
を
進
め
て
欲
し
い
。

老
朽
化
の
状
況
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
随
時
修
繕
や
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

び
、
成
長
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
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大口 司郎 議員
OGUCHI Shiro

今
後
の
財
政
運
営
の
方
針
を
問
う

建
設
コ
ス
ト
の
高
騰
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

施
設
整
備
の
事
業
発
注
に
あ
た
っ
て

は
、
最
新
の
単
価
で
積
算
を
行
う
と

と
も
に
、
維
持
管
理
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
書
を
徴
収
し
た
う

え
で
、
指
名
基
準
に
基
づ
い
た
複
数
の
業
者

を
指
名
し
、
適
切
な
経
費
で
の
執
行
に
努
め

て
い
る
。新

し
い
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
計
画
は
公
共
施
設
な
ど
に
係
る

個
別
施
設
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
、
維
持
管
理
や
更
新
を
計
画
的
に

行
う
た
め
、
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
指

針
に
基
づ
き
、
現
行
の
計
画
と
同
じ
10
年
間

を
想
定
し
て
い
る
。

健
全
財
政
を
持
続
的
に
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
覚
悟

と
方
針
で
財
政
運
営
に
臨
ま
れ
る
の
か
。

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
う
え

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
責

任
感
を
持
っ
て
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　今
後
は
、
引
き
続
き
既
存
事
業
の
見
直
し

の
徹
底
や
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
町
民
の
暮
ら
し
を
最
優
先
に
し
た
財
政

運
営
を
行
う
。
特
に
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
の
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
適

時
適
切
に
優
先
順
位
を
見
極
め
、
国
・
県
補

助
金
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
、
財
政
負
担
の

軽
減
・
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

財
源
を
配
分
し
て
い
く
。

  

QQ AA

A Q

水野 晃 議員
MIZUNO Akira

県営名古屋空港の利便性を活かす
ために、国際線の再誘致に向けて尽
力します。

具体的な内容が聞けず、8年度のプー
ル開場に不安が残る答弁だった。

豊山町の健全な財政状況をどのよう
に維持していくのか町長の考えを確
認した。

園児・児童・生徒が我慢を強いられ
ることのないように。
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介
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Ｃ
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Ｐ
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教
育
長
人
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、
今
後
の
町
長
の
対
応
は

３
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定
例
会
で
の
教
育
長
人
事
案
の

否
決
に
は
議
会
と
し
て
の
理
由
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
町
長
が
人
事
に
真
剣

に
向
き
合
い
、
議
会
と
信
頼
関
係
を
築
こ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。
町
長
の
今
後
の
議
会
へ
の
対
応
方
針

を
問
う
。教

育
長
人
事
案
の
否
決
に
つ
い
て
、

議
会
の
皆
さ
ま
が
真
剣
に
ご
議
論
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。

　教
育
は
町
の
未
来
を
担
う
重
要
な
分
野
で

あ
り
、
そ
の
人
事
に
は
、
慎
重
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

　新
た
な
人
事
案
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
な
情

報
提
供
と
事
前
の
意
見
交
換
を
行
い
、
次
の

定
例
会
ま
で
に
改
め
て
提
案
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
く
。

QA

国
際
線
の
再
誘
致
を

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
名
古

屋
空
港
の
利
用
促
進
の
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
予
算
に
は
具
体

的
な
施
策
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
私
は
、
県

営
名
古
屋
空
港
へ
の
国
際
線
再
誘
致
を
提
案

す
る
。

　町
長
が
本
気
で
「
空
港
を
軸
に
し
た
町
づ

く
り
」
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
線
再

誘
致
に
向
け
て
、
現
実
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

県
営
名
古
屋
空
港
が
小
型
航
空
機
の

拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
く
と
と
も
に
、
本
町
が
「
ヒ
コ
ー
キ
の

ま
ち
」と
し
て
発
展
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　国
際
線
の
再
誘
致
に
向
け
て
は
、
現
段
階

で
具
体
的
に
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
将

来
的
に
新
た
な
機
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
必
要
な
役
割
を
果
た
し
た
い
。
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子
宮
頸
が
ん
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へ
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て

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
に
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ク
チ

ン
の
接
種
率
を
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げ
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こ
と
が
重
要
。
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接
種
の
最
終
期
限
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え
る
高
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1
年

生
へ
再
勧
奨
、個
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通
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を
し
て
は
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か
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終
期
限
を
迎
え
る
方
の
う
ち
、
こ

れ
ま
で
に
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度
も
接
種
を
受
け
て
い

な
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方
、
3
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

方
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、
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和
7
年
5
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末
に
葉
書
に
よ
る
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の
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内
を
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し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
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プ
接
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の
経
過
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置
の
対
象
者
へ
も
個

別
の
案
内
を
実
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し
た
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男
性
も
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染

が
広
が
る
こ
と
を
効
果
的
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
男
性
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

一
部
で
も
助
成
が
で
き
な
い
か
。

国
に
お
い
て
男
性
へ
の
定
期
接
種
化

に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
は
、
国
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
再
開
の
見
通
し
は

ス
カ
イ
プ
ー
ル
再
開
に
向
け
た
手
順
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
見
通
し
に

つ
い
て
聞
く
。

ま
ず
は
、
8
月
中
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

住
民
の
意
見
を
も
と
に
方
針
を
決
定
す
る
。

そ
の
後
、
必
要
な
対
応
策
を
実
施
し
、
令
和

8
年
度
の
開
場
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

令
和
7
年
の
夏
休
み
、
学
校
プ
ー
ル

の
開
放
は
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
、
令
和
8
年
度
の
ス
カ
イ
プ
ー

ル
再
開
に
向
け
検
討
し
て
い
る
段
階

に
あ
り
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
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厚生労働省のHPVワクチンチラシ

健全な財政運営を

岡島 剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

岩村 みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

学
校
や
保
育
園
の
改
修
工
事
の
計
画
は

町
長
は
、
第
４
回
定
例
会
で
中
学
校

の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
適
切
な
教
育
環
境
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
取

り
入
れ
る
と
発
言
さ
れ
た
。
他
の
自
治
体
が

先
ん
じ
て
進
め
て
い
る
体
育
館
の
冷
房
装
置

の
計
画
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
に
熱
源
を
都
市
ガ
ス
と
す

る
空
調
設
置
に
向
け
て
実
施
設
計
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
工
事
に
向
け
て
予
算
化

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
は
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
追
加
配
備
し
た
。
財
政
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
空
調
機
能
の
強
化
の
対
策
を

検
討
す
る
。

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
終
結
す
る

が
、
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
、
優
先
整

備
事
項
で
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

園
舎
や
校
舎
の
屋
上
防
水
の
劣
化
や

外
壁
の
劣
化
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

小
中
学
校
は
、
必
要
な
修
繕
を
部
分

的
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
令
和
８

年
度
に
計
画
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

保
育
園
・
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
我

慢
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計

画
を
進
め
て
欲
し
い
。

老
朽
化
の
状
況
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
随
時
修
繕
や
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

び
、
成
長
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。

QQ A
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大口 司郎 議員
OGUCHI Shiro

今
後
の
財
政
運
営
の
方
針
を
問
う

建
設
コ
ス
ト
の
高
騰
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

施
設
整
備
の
事
業
発
注
に
あ
た
っ
て

は
、
最
新
の
単
価
で
積
算
を
行
う
と

と
も
に
、
維
持
管
理
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
書
を
徴
収
し
た
う

え
で
、
指
名
基
準
に
基
づ
い
た
複
数
の
業
者

を
指
名
し
、
適
切
な
経
費
で
の
執
行
に
努
め

て
い
る
。新

し
い
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
計
画
は
公
共
施
設
な
ど
に
係
る

個
別
施
設
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
、
維
持
管
理
や
更
新
を
計
画
的
に

行
う
た
め
、
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
指

針
に
基
づ
き
、
現
行
の
計
画
と
同
じ
10
年
間

を
想
定
し
て
い
る
。

健
全
財
政
を
持
続
的
に
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
覚
悟

と
方
針
で
財
政
運
営
に
臨
ま
れ
る
の
か
。

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
う
え

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
責

任
感
を
持
っ
て
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　今
後
は
、
引
き
続
き
既
存
事
業
の
見
直
し

の
徹
底
や
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
町
民
の
暮
ら
し
を
最
優
先
に
し
た
財
政

運
営
を
行
う
。
特
に
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
の
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
適

時
適
切
に
優
先
順
位
を
見
極
め
、
国
・
県
補

助
金
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
、
財
政
負
担
の

軽
減
・
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

財
源
を
配
分
し
て
い
く
。

  

QQ AA

A Q

水野 晃 議員
MIZUNO Akira

県営名古屋空港の利便性を活かす
ために、国際線の再誘致に向けて尽
力します。

具体的な内容が聞けず、8年度のプー
ル開場に不安が残る答弁だった。

豊山町の健全な財政状況をどのよう
に維持していくのか町長の考えを確
認した。

園児・児童・生徒が我慢を強いられ
ることのないように。
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